
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

 
発表演題名 白色腐朽菌を用いたダイオキシン類低減化に関する研究 

学会名 第 24回 全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部「支部研究会」 
発表者名 三木 崇 （環境部） 

開催場所 キャンパスプラザ京都 

開催日時 平成 22年 2月 25日（木）～2月 26日（金） 
発表内容 低コストで環境負荷の小さいダイオキシン類処理技術として、白色腐朽

菌の分解酵素を利用した分解試験を行った。 

分解試験は、菌の成長した 100ml の培養液中に、標準物質や土壌等の試

料を添加する形（液相分解）で行い、分解期間として 28 日間以上の震盪
培養を行った。 
培地等の培養条件を変化させて試したところ、県内産キノコでは分解効

果が確認できなかったものの、福井大学所有の白色腐朽菌の変異株４種類

では、OCDD、OCDF標準物質各 10,000pgについて、OCDDで 51～82％、
OCDFで 40～83％の分解効果が確認できた。 
 

 


